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１　今年度の最終評価について

　（１）学校生活全般
　

　（２）学習指導

　（３）進路指導

　（４）生徒指導

　（５）特別活動

　（６）人権教育

２　学校運営への提言
・部活動や地域貢献活動など、北条高校には魅力
的なコンテンツがあるが、その魅力を伝えきれて
いないのでは。インスタグラム等のＳＮＳを活用
すべきではないか。

・吹奏楽部等、地域の活動に積極的に貢献できて
いる。今後も継続してほしい。

・多様なメディアを通じた情報発信の在り方につ
いては、今後、検討したい。

・北条高校の抱える様々な課題を教職員のみで解
決することは難しいと考えられ、地域や様々な機
関と一層の連携を図ることが重要ではないか。

・学校評議員、学校関係者評価委員を中心に地域
の多様な皆様の声を真摯にお伺いし、学校運営に
生かしていきたい。

・今年度も愛媛マラソンのボランティアに100名を
超える生徒が参加したが、今後も地域の活動に積
極的に貢献し、その情報を発信していきたい。

・文化祭が盛大に開催されているなか、盛り上が
りが苦手な生徒を、一人にさせず、そっと寄り添
う生徒の姿が見られた。そのような生徒を今後も
育ててほしい。

・自他の存在や生き方を尊重する生徒の育成に引
き続き取り組んでいきたい。

・３年次生の「総合研究」全体発表会では、大人
では興味を持たないテーマを発見し、研究をして
いて、どの発表も面白かった。生き生きと発表し
ている姿に感動した。

・今年度は自転車通学生の交通事故が多いようだ
が、一度の事故でも人生を奪う恐れがある。交通
安全教育を徹底してほしい。

・あらゆる場面を通じて、安全・安心な登下校に
向けての指導を行っていきたい。特に、自転車通
学生に係る事故は重大事故につながる可能性が高
いので繰り返し指導を行っていきたい。

・「総合研究」は総合学科の学びの集大成となる
ものであり、１年次の「産業社会と人間」、２年
次の「総合学習」を礎として、今後も内容の充実
を図りたい。

北条北中学校長

・学校の立てた目標やマニフェストに沿った充実
した教育活動を行うことができている。

・生徒は挨拶がよくできており、清々しい。ま
た、清掃が行き届いており、校内でゴミを見たこ
とがない。今後も指導を継続してほしい。

・学校生活を明るく爽やかに送ろうとする姿が見
られて好感が持てる。体育大会や文化祭を参観さ
せていただいたが、開かれた学校づくりができて
いてよい。

・今後も、少人数教育のメリットを生かし、明る
く、爽やかに、希望を持って学校生活を送る生徒
を育成していきたい。

・挨拶や清掃活動は、人間生活の基本となるべき
ものであり、今後とも指導を継続していきたい。

・生徒一人一人の基礎学力の定着を支援する個別
最適な学びを目指し、授業改善を推進していきた
い。また、主体的・対話的で深い学びの充実に向
けて、研究を続けていきたい。
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